
史学委員会・言語・文学委員会・哲学委員会・地域研究委員会合同 

アジア研究・対アジア関係分科会（第 26 期・第１回） 
 

議事要旨 

 

 

日時：2024 年４月６日（土）9：00-11:00 

開催方法： オンライン 

出席者：宇山智彦、加藤圭木、加藤隆宏、川島真、木村敏明、栗田禎子、 

小嶋茂稔、坂井俊樹、高見澤磨、永崎研宣、中野聡、中村元哉、芳賀満、 

日比嘉高、三重野文晴、村上衛、師茂樹、吉澤誠一郎 

欠席者：川橋範子、黒木英充、河野哲也 

 

議題 

（１）前回議事要旨の確認 

（２）これまでの活動内容の確認 

（３）役員の選出 

（４）今期の活動方針の検討 

（５）その他 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

冒頭、世話役の吉澤誠一郎委員によって、定足数に達していることが確認され、

分科会の開催が告げられた。 

 

（１）前回議事要旨の確認 

 第 25 期・第５回の議事要旨のなかで、発言した委員名および英字綴りに誤記

があったので訂正した。 

 

（２）これまでの活動内容の確認 

 川島委員(第 25 期分科会委員長)から、第 25 期を中心にこれまでの活動内容の

概略が説明された。第 25 期から引き続いて参加している他の分科会委員からの



発言もあり、これまで、提言等の意見の発表をめざして検討を進めるとともに、

公開シンポジウムを開催して社会との対話を行ってきたことを確認した。 
 

（３）役員の選出 本期の役員を選出した。委員長に川島真委員、副委員長に

吉澤誠一郎委員、幹事に三重野文晴委員および加藤隆宏委員が互選された。 
 

（４）今期の活動方針の検討 

 前期からの申し送り事項（第 25 期・第５回議事要旨参照）を出発点としつつ、

新しく取り組むべき論点も加えて、活動を進めていくこととした。オンライン

にて分科会を開催するのを基本としつつ、もし条件が整うならば対面にて開催

する可能性も考慮することにした。 
 

（５）その他 

1. 特任連携会員の推薦について 

斎藤明氏を特任連携会員として推薦することが承認された。 


